防水キャップ . 

F 型コネクター(已 C ケーブル用) 

レンチ （10, 17mm). 

壁面取付金具 . 

マスト固定金具 . 

マスト固定ボルト . 

ブースター電源部 . 



UHF アンテナ 

U2SWL20B 

の ■ ■ 
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园醒 
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U2SWL20B ブースター電源部 WP5T 
屋内用(屋外で使用しないでください） 


_付■居旦_ 


り己 n 用 ( F 型端子)） 

•:宙日誦ぶミ ■ 

本機は水平偏波用のアンテナです。垂直偏波の地域では使用でをません。 
お住まいの地域の地上デジタル放送の偏波び分からないとをは，販売店に 
ご確認ください。 


中•弱電界地域用 


•電波の著しく弱い場所では受信でをません。 

•障害物びあ 0 ,見通しの悪い場所では受信でをないことびあります。 


ブースター 内蔵 


内蔵しているブースターは.アンテナからのケーブルを長く配線したり, 
テレビや八イビジョンレコーダーなど.複数の機器にテレビ信号を分け 
たりするとをに効果を発揮します。 


■本機には，接続ケーブルを付属していません。設置場所に応じて.必要な 
長さの7己 n ケーブルをお買巧めください。 

せ上デジタル放をを視聴ずるには，巧上デジタル放送用受信機び別途 
必要になります。 
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取扱説明書 

保証書付 


AASPR ク 


UHF ANTENNA with BUILT-IN BOOSTER 



U2SWL20B 


庭用 


屋か用ブ-スタ-巧唐 UHF アンテナ 


固固固固固本台 
2 2 1112 1 


挪昭 s 地抽 

U0 ち npo に cJ ち」ぶ SVIAI 


正しく安全にお使いいただくために，ご使用の前に，この r 取扱説明書」をよくお読みください。 
この r 取扱説明書」は，いつでも見ることびでさる場所に保管してください。 


の 




















































ご使用の前に，この r 安全上のご注意」をよくお読みください。 


絵表示について 

この r 取扱説明書」には，製品をま全に正し<ご使用いたださ，ご使用になる方や他の人への危害，財産への損害を 
未然に防止ずるために，し巧いろな表示びしてありまず。その表おと意味は巧のとおりでず。 


A 警告 

この表おを無視して，誤った取扱いをすると，人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を 

7 JT しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して.誤った取扱いをすると，人が傷害を負ラ可能性が想定される内容，および，物的 
損害のみの凳生が想定される内容をおしています。 

絵表示の例 


A 

A 記号は,注意(警告を含む)占'叱、要 


&記号は，禁止の行為をおして 

A 

参言日号は，行為を強制したり，指示 

/!\ 

な内容があることを示してしほず。 

Qy 

います。 

tf 

したりする内容をおしています。 



A 警告 


Q 

♦アンテナを包装しているポ U 袋は，お子様の手の届く 
ところに置かないでください。頭からかぶると窒息し， 

死 t: の原因となります。 

心主意 

0 

♦雨降な強風など，天候の悪い曰の屋外での取付作業は 
非常に危険ですから，絶対にしないでくださし、。 

また， 夏の炎天下では，屋根が非常に熱くなっています 
からま意してください。 

参腐食び進んで劣化した取付金具をそのまま使用しなし、で 
ください。落下して，人や物などに損害や危害を与える 
原因となることがあります。アンテナや取付金具は， 
定期的に点検してください。 

〇 

♦高所に取付ける場合，アンテナやアンテナ部品の落下 
などによって，人や物などに危害や損害を与えたりする 
ことがないよラに，安全な場所を選んで設置して<だ 
さい。 

•アンテナの取付工事を行ラとさは，落下防止のため， 
ネットを張ったり，アンテナや取付金具•工具などを 
ヒモで固定物に結んだりするなど，安全対策をしてから 
作業してください。 

•アンテナの取付作業は，安全確保のため，必ず2人攻上 
で行なってください。 

•高所での作業は非常に危険です。万全の安全対策をして 
取付けてください。また，屋根に登ると，思ったより高く 
感じられ足場も不安定です。滑らないように，充分気を 
つけて作業して < ださい。 


参アンテナを煙突の近くなど高温になる場所に設置し 
ないで < ださい。火災の原因とな0ます。 

♦雷が鳴出したら，アンテナ•ケーブルには触れないで 
ください。感電の原因となります。 


♦アンテナ•取付金具•マストなどに異常があったり， 
ビスやボルトなどがゆるんだりしていないか，定期的 
に点検してください。また，台風や大雪などの後は， 
安全を確保してから，アンテナ•取付金具•マストなどを 
必ず点検してください。アンテナが破損•変おした場合， 
新しいものと交換してください。そのままにしておくと， 
アンテナや取付金具などの部品が，破損，落下して， 
けがの原因や建造物に損害を与える原因となることが 
あ0ます。 

♦感電防止のため，アンテナは電線(電灯線，高圧線* 
電話線など)からできるだけ離れた場所に設置してくだ 
さい。 

♦テレビやチューナーからの7已〇ケーブルをアンテナへ 
接続するとさは，テレビやチューナーの AC プラグを 
AC コンセントから®いて作業を行なってください。 
AC プラグを AC コンセントに接続したままケーブルの 
接続作業をすると，使用しているテレビによっては， 
感電の原因となることびあります。 


♦アンテナを高所に設置する場合，技術と経験が必要です 
A から，必ず販売店にご相談ください。 

パ\ •壁面に取付ける場合，壁面の強度がわかる工務店に， 
必ずご相談ください。 




ブースター電源部 


A 警告 



•AC1 日 OV 政がの電源電圧で使用しないでください。 



♦ブースター電源部の巧部に，金属類や燃えやすいをの 


火災’感電の原因とな0まず。 



など，異物を入れないでください。火災•感電の原因 


♦AC コードを傷つけたり，加工したり，無理に巧げたり， 



となりまず。 

0 

ねじったり，弓1っ張ったり，加熱したりしないでくださし、 


Q 

♦ブースター電源部は，風通しの悪い場所で使用しないで 

まに重し、ものを載せたり，熱器具に近付けたりしないで 


ください。風通しを悪くすると内部に熱がこもり，火災の 

ください。 AC コードが破損して，火災•感電の原因と 


原因となります。次のよラな使し ) 方はしないでください。 


なります。 AC コードが傷んだ場合(お線の露出，断線 



-押入れ•本箱•天井裏など風通しの悪い狭いところに巧し込む。 


など)，販売店に交換をご依頼ください。そのまま使用 



-テー刀レク□スを掛けたり，じゅうたんや布団の上に置いたりする。 


すると，火災•感電の原因となります。 



• 巧や布団でおおったり，包んだりする。 


@ 





























































まを上のご注意 ごづキ E がずお読み<だをい 


A 警告 


(D 

♦ブースター電源部のケースを取がしにり，改造したりし 
ないでください。また，ブースター電源部の巧部には 
触れないでください。火災•感電の原因となります。內 
部の点検•調整•修理は必ず販売店にご依頼 <ださい。 

(§) 

♦ブースター電源部を，風呂場•シャワー室などで使用 
しないで < ださい。火災•感電の原因となります。 

(S 

♦ブースター電源部に水をかけたり，濡らしたりしないよラに 
してくださし、。ブースター電源部の上に水や薬品の入った 
容器を置かないでください。水や薬品が中に入った場合 
乂災•感電の原因となります。ぺットなどの動物が， 
ブースター電源部の上に乗らなしなうにごを意ください。 

尿や糞が中に入った場合，火災•感電の原因となります。 

(§) 

♦濡れた手で， AC プラグを抜差ししないでください。感電の 
原因となることがあります。 

(§) 

♦雷が鳴出したら，ブースター電源部およびケーブル- 
AC プラグ ’ AC コードには触れないでください。感電 
の原因とな0ます。 

€ 

•万一，ブースター電源部の内部に異物や水が入った場合， 
AC プラグを AC コンセントから®いて販売店にご連絡 
ください。そのまま使用すると，火災•感電の原因となり 
ます。特にお子様のし、るご家庭ではごを意ください。 


A ミ主意 


♦ブースター電源部は，湿気やほこりの多し、場所，調理台や 
加湿器の近<など，油煙や湯気などが当たるよラな場所 
で使用しないでください。火災•感電の原因となることが 
あ0ます。 

♦ブースター電源部は，不安定な場所に置いた0,取付け 
たりしないで<ださい。落下して，けがの原因となること 
があります。壁に設置する場合，接着剤やテープなどで 
取付けないで，壁面取付用木ネジでしっか0と取付けて 
ください。 

♦ブースター電源部は，温室やサンルームなどの，高温で 
湿度の高い所で使用しないで < ださい。火災•感電の原因 
となることがあります。 

♦ AC プラグを AC ] ンセントから®くときは， AC ]- ドを 
弓 I っ張らないでください。 AC コードが傷つを，火災•感電 
の原因となることがあります。必ず AC プラグを持って 
抜いてください。 

♦ AC コードは，結んだり，束ねたりしたままで使用しない 
で<ださい。発熱して，火災の原因となることがあります。 


C 

•万一，ブースター電源部を落としたり，ケースを破損した 
りした場合， AC プラグを AC コンセントから®いて販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると，火災•感電の 
原因となります。 

♦万一，煙が出ている，変な臭いや音がするなどの異常 
状態のまま使用すると，火災•感電の原因となります。 
すぐに AC プラグを AC コンセントから®去煙や臭い 
がな<なるのを確認して販売店に修理をご依頼<だ 
さい。また，テレビの画像が映らない，音声が出ない 
などの症状があるとをを，テレビと共にブースター 
電源部の AC プラグを AC コンセントから®いて販売店 
に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険 
ですから，絶巧におやめください。 

〇 

•アンテナとブースター電源部は，必ずセツトでご使用 
ください。他の機器まには他一力一のをのと組合わせ 
て使用しないで<ださい。火災の原因とな0ます。 

• AC プラグは， AC コンセントに根元までしっかりと差 
込んでください。すさ間があるとゴ S がたまり，火災の 
原因となることがあります。また， AC プラグは定期的 
に AC コンセントから抜いて掃除してください。 


€ 

♦ブースター電源部を移動させる場含，必ず AC プラグを 
AC コンセントから抜いてください。 AC コードが傷つくと， 
火災•感電の原因となることがあります。 

•お手入れは，安全のため，必ず AC プラグを AC コンセント 
から抜いて行なってください。感電の原因となることが 
あ0ます。 

參旅行などで長期間，使用しないとさは，安全のため，必ず 
AC プラグを AC コンセン h から抜いてください 。火災の 
原因となることがあります。 

♦雷の発生が予想されるとをは，前をって， AC プラグを 
AC ] ンセントから巧いてください。落雷によって，火災の 
原因となることがあ0ます。 

A 

•テレビ受信工事には技術と経験び必要ですから，販売店に 
ご相談ください。 


使用上のご注意 


•アンテナに塗料やワックス，はつ水剤などを塗らないでくだ 
さい。アンテナの故障やアンテナの表面をいためる原因と 
なります。 

* アンテナの前面に巿版の反射テープなど金属聲のラベル 
を貼付けないでください。アンテナの性能びほ下します。 


•アンテナの巧れは，水またはラすめた中性洗剤を含ませた 
やわらかい巧で拭いてください。シンナー，ベンジン，アル 
コールなどは.アンテナの表面をいためますから，使用しない 
で < ださい。 


③ 








































さ部の名赖 





ごま意 


>前面で地上デジタル放送を 
受信します。 

>この面を送信塔のち向に 
向けられる場所に設置して 
<ださい。 


送信塔の 
方向 



アンテナを上か!5見た図 

•前面に市販の反射テープ 
など金属製のラベルを貼 
付けないで<ださい。アン 
テナの性能び化下します。 


WP5T 


壁面取付用木ネジ 





ごま意 


>必ず，水抜を孔び下側になる 
よラに設置してください。 

>水抜を礼をテープなどでふさ 
びないでください。内部に水 
びたまり，故障の原因となり 
ます。 


付属品 


壁面取付金具 （1 個） 



マスト固定 マスト固定 
ボルトに本）金具 （1 個） 


a ®®®®®®® 



F 型 コネクター 
(已 C ヶーブル用） 
に個） 固1 


防水キャップ 
に個） 


レンチ 

(10, 17 mm ) 
(1 個） 


ブースター電源部 WP 5 T 
(1 台)下記参照 




電源(電源部作動)表示灯(ホ) 


巧おげ態 

ホ 

按 

正萬 

— 

〇 

遇電流 

0 

— 

故括 

〇 

〇 

シヨ-卜 

ホまた a - 

— 

アンテナとの适統げ態を淀詔できます 


♦ASPRO 

ブースター電源部 
I アンテナ用 I WP5T 


©- 


電源(電源部作動)表示'月(緑) 


増幅部と電源部の接続状態を表示灯の 
点口でお知5せします。 

(^ p . i 3 r アンテナとブースター電源部との^ 
I 接続を確認する」をご覧ください。 J 


壁面取付用木ネジ 



f テレビまたは飞 
I チューァーへ J 


口に 

D に 

AC つード 

:’ )) - 



アンテナの出力端子からの 
ケーブルを接続します。 


ごま意 


>ブースター電源部は，アンテナに内蔵しているブースターに電源を供給 
するちのです。ビデオ' TV ブースター，卓上ブースターではありません。 

>ブースター電源部は，必ず使用してください。 



ごま意 


AC プラグ ( AC ] 日日 V )は，工事びすべて 
終了してかも AC コンセントに差込んで 
ください。 


A 警告 


アンテナとブースター電源部は.必ずセツトでご使用<ださい。他の機器 
または他のメーカーのちのと組合わせて使用しないで<ださい。火災の 
原因となります。 





















































































































































設置•配線例 


設置場所に応じて.必要な長さの別売の7已 n ケーブルをご用意<ださい。 
♦送信塔のち向に向けてアンテナを設置します。 

•地上デジタル放送 (UHF 波)は.直進性び強く，障害物によるレベル減衰び 
大きくなり 受信でさなくなるため.送信塔方向の見通しび良い場所を選んで 
<ださい。 

アンテナはできる限り高い位置に取付けてください。 



重要 


壁面に取付ける場合.一度取付けると壁面に巧び 
開をます。事前に設置したい場所で，地上デジタル 
放送のすべてのチヤンネルび受信でをることを 
テレビまたはレベルチェッカーなどで確認してから. 
取付けてください。 


壁面に設置する場合 P . 7 「アンテナを壁面に設置ずる」. 
方向調整は P . 14 「アンテナのち向を調整ずる」 をご覧くだ 
さい。 



すさ間用接続ケーブルを 
使用ずるとケーブル引を 
込み用の孔びなくても引き 
込むことびできます。 


すさ間用接続ケーブル 
STC 5 -P (別売） 



屋内弓1込□やエアコン配管用の孔などから，7已〇ケー 
ブルを屋内に引を込みます。孔びないとをは，別売の 
すき間用接続ケーブル STC 5 -P を使って窓巧から引き 
込めば.ひさしや壁面に孔を開けずに済みます。 


ベランダに設置する場合 P .9 「アンテナをベランダ•マスト 
に設置ずる」. ち向調整は口.14「 アンテナのち向を調整 
ずる」 をご覧ください。 




マストに設置する場合 p .9 r アンテナをベランダ•マストに 
設置ず る」.ち向調整は口.14「 アンテナのち向を調整ず る」 

をご覧ください。 


© 



































































































































ち続例 


ごま意 


> AC プラグ ( AC 10 日 V )は，工事がすべて終了してから， AC コンセントに差込んでください。 

>アンテナとブースター電源部の間で使巧する分配器は， ri 端テ電流通過型」をおすすめします。「全端子電流通過型」を 
使用すると.電圧降下の影響で配線でをる距離が短<なります。 


出力端テに UHF ラインブースターを接続しな 
いでください。アンテナに電源び供給できなく 
な0ます。 




日 s‘cs 入力端子に付いている防水キャップは 
列さないでください。 

アンテナ 

ブル (S5C 

1 

1 

か5テレビまでは，低損失7已〇ケー 
: FB) で4分配したとを，約目日 m です。 


H 電源部との接続について 

i 分配器とテレビ端テを使用しないで，アン 
テナとブースター電源部を直接.接続す 
ることちでをます。 

アンテナと分配器の剧こ，ブースター電源 
部を接続することちでさまず。 


テレビ端子 


UHF 



目 S ’ 11ぴ CS アンテナ 


BS -1 1ぴ CS アンテナからテレビまで 
は I 低損失7日0ケーブル (S5CFB) で 
4分配したとさ，合計約 30 m です。 


BS ’ CS ライン ブースター 

BCB 20 LS-P 

別売の 巳 S ‘ CS ラインブースター 

BCB20LS-P を使用すると 

約目 Om までケーブルを延長 
でをます。 


テレビ端子 
(電源挿入型）: 

DSKTD-FP 


g ♦ を 

巧 DC] 己 V g 

L 

J L 

J 

〇 

〇 


UHF . BS -1 10 °CS 

(1 端子電流通過型） 

4 SPFA 

UHFiJ 


テレビ端子 
VU / BS ( CS ) 

セパレーター 

. SR 2 TL 2 -P 

Ubs-1 icrcs 


テレビ端子 

DSKT-FP 


デジタル 

テレビ 



















































































































































































































































アンテナを壁面に設置ずる 


壁面に壁面取付金具を設置した後，アンテナ本体を壁面取付金具に組付けまず。 


A 迁意 


■壁面に取付ける場合，壁面の強度びわかる工務店に，必ず 
ご相談ください。 

■取付けたアンテナには，強風時に，約 334 N (34 kgf ) の荷重 
びかかります。ま全性と強度を充分確なでさる壁面にしっ 
かりと取付けてくださしんアンテナびを下して，けびの原因 
となることびあります。 

■アンテナの取付工事を行ラとをは，落下防止のため，ネット 
を張ったり，アンテナや取付金具•工具などをヒモで固定物に 
結んだりするなど，ま全巧策をしてから作業してください。 

■アンテナの取付作業は，ま全確なのため，必ず2人!;(上で 
行なってください。 

■ボルト•木ネジの締付部分は，初期ゆるみびありますから， 
数か月後.再度，締直してください。 


ごま意 


アンテナを上下逆に取付けると，内部に雨水びたまり，故障 
の原因となります。アンテナの上下を確認して，正しく 
取付けてください。 


〇 



壁面設置に必要なもの- 

♦取付けには，任)ドライバーと，付属のレンチび必要でず。 

♦取付ける壁面に合わせて，木ネジやコンク U —トアンカーを別途ご用意ください。 


1. 設置する場所での受信確認 


重要 


♦壁面に取付ける場合.一度取付けると壁面に巧び開をます。事前に設置 
したい場所で，地上デジタル放送の全チャンネルび受信でをることを 
テレビまたはレベルチェッカーなどで確認してから，取付けてください。 
♦地上デジタル放送 ( UHF 波)は.直進性び強<,障害物によるレベル減衰 
び大をくなり受信でをなくなるため，送信塔方向の見通しび良い，高い場所 
を選んでください。 

•さらに，アンテナの高さを約 2 m の範囲で変えることにより，受信状態び 
より良くなることびあります。 


受信確認にケーブルび必要な場合, 

P .1 1「ケーブルに F 型コネクターを取 
付ける」， p . i 2 r アンテナにケーブルを 
接続ずる」.「ブースター電源部にケー 

ブルを 接続ずる」を行なってください。 


2. 壁面取付金具の取付け 


板壁面への取付ち法 


壁面取付金具の上下を確認（下図参照）し, 
市販の直径 4.1 〜已 .1 mm の木ネジ（または 
呼び径4〜已 mm のタッピングビス）8本で 
板壁面に取付けます。 

落下防止用 
ヒモ 


今 


[おで- 


1【.要 

.典1 

@ 

〇 

」〇 

^_ i - 

© 

〇 

〇 L 

i _ J / 


，让」表示 


〇 


壁面取付金具 
(付属品） 


使用ずる木ネジについて 


木ネジは.市販の直径 4.1 〜已 .1 mm 
(または呼び径4〜已 mm のタツピング 
ビス）で，取付強度が充分確保でをる 
長さのちのをお使い<ださい。 



壁面取付金具 
(付属品） 

木ネジ 

(8 本，市販品) 


ごま意 


壁面取付金具は，垂直に取付けて < だ 
さい。垂直にしないとアンテナび傾を, 
最良の受信感度び得られません。 
(口.8「アンテナの垂直の確認」参照） 


設置のポイント 


木ネジを先に2本取付け.壁面取付 
金具の0礼をひっかけて仮固定する 
と取付けやすくなります。 

木ネジは， P . 8下部の r 壁面取付金具 
取付寸ま(原寸大)」 に合わせると， 
正しい間隔で取付け5れまず。 































































































































アンテナを壁面に設置ずるっづき 


コンクリートアンカー取付寸法 


コンク1」ート製の壁面に取付ける場合，市販の 
コンク1」ートアンカーを下図の矢印の位置 
旧か丽に取付けてください。 



() 内の値は， 
壁面取付金具の 
外お寸法です。 


3. 方向固定ボルトをゆるめる 

ち向固定ボルトを付属のレンチでゆるめ.下へ移動させます。 
f 下部のネジ部からち向調整ボルトをがさなくてちアンテナ' 
I 本体を取付けることびでをます。 ； 


壁面取付金具 
(付属品） 


A ま意 


この部分より，ち向固定 
ボルトをゆるめないよラに 
してください。落下して， 
けびの原因となることび 
あります。 



方向固定ボルト 

ゆるめる じみ心 


4. アンテナ本体の取付け 

アンテナ本体を壁面取付金具にはめて，方向固定ボルトを 
アンテナ本体の礼に通し，付属のレンチで，アンテナび回転 
でさる程度に仮締めします。 


* アンテナの設置び完了したら， P .1 1「ブースター電源部を 
取付ける」，「ケーブルに F 型コネクターを取付ける」. 
P .1 2「アンテナにケーブルを接続ずる」.「ブースター 
電源部にケーブルを接続ずる」を行なってください。 
•口.14「アンテナのち向を調舊ずる」び終わったら，ち向 
固定ボルトを指定のトルクで締付けてください。 



アンテナの垂直の確認 


付属のレンチを市販の 
ひちで，付属の壁面取 
付金具にぶらさげて< 
ださい。 

壁面取付金具の端び 
ひちと平行になってい 
ることを確認すると， 
アンテナを垂直に取付 
けることびでをます。 


レンチ 

(付属品) 


を 


£\ 



m 

〇 


〇 

〇 


〇 






壁面取付金具 
(付属品） 


ひち 
(巿販品） 



























































































































アンテナをベランダ•マストに設置ずる 



取付けには，付属のレンチび必要でず。 


A 迁忌 

•アンテナの取付工事を行5とさは，落下防止の 
ため，ネットを張ったり，アンテナや取付金具•工具 
などをヒモで固定物に結んだ0するなど.ま全巧策 
をしてから作業してください。 

•アンテナの取付作業は.ま全確保のため.おず2人 
LU 上で行なって < ださい。 

•ボルトや木ネジの締付部分は，初期ゆるみびあり 
ますから，数か月後.再度，締直してください。 


4已 X 4已 mm を超える角柱に取付ける場合, 
別売のサイドベース SBM 35 をご使用くだ 
さい。 

I P .1 or アンテナ取付金具(別売)設置例」、 

1をご覧 < ださい。 / 


ちな寸法 



ごま意 


•アンテナを上下逆に取付けると，内部に雨水びたまり， 
故障の原因となります。アンテナの上下を確認して， 
正しく取付けてください。 

♦インパクトレンチなど，急激にトルクび加わる工具は 
使用しないでください。ち向固定ボルトやマスト固定 
ボルトの変形や破損の原因となります。 


1. 壁面取付金具をアンテナ本体に取付ける 

の壁面取付金具のち向固定ボルトをゆるめる 

壁面取付金具の方向固定ボルトを付属のレンチで 
ゆるめて，移動させます。 




この部分より，ち向固定 
ボルトをゆるめるお要は 
ありません。 


⑤壁面取付金具をアンテナ本体に取付ける。 

アンテナ本体に.壁面取付金具をはめて.ち向固定ボルト 
をアンテナ本体の礼に通し，付属のレンチで締付けます。 
[ベランダ(角柱)に取付けるときは，仮締めでかまいません] 



ごま意 


アンテナ本体を地面などに置くとさは，アンテナの 
前面に傷び付かないよラに，シートなどを敷いて 
ください。 


2. マスト固定金具を取付ける 

付属のマスト固定金具を付属のマスト固定ボルト （2 本) 
で取付けます。 



3. マスト固定金具の取がし 

マスト固定金具の〇孔をマスト固定ボルトから外し 
ます。 

角柱•マストに取付後，再度〇孔をマスト固定^ 
ボルトの頭にはめます。 / 
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アンテナをベランダ•マストに設置するっづき 


4. ベランダのちな•マストに取付ける 

地上デジタル放送 (UHF 波)は，直進性び強<,障害物によるレベル減衰び 
大を<なるため，送信塔ち向の見通しび良い場所を選んで設置して<ださい。 


r ベランダに設置） 

マスト固定金具の〇孔をマスト固定ボルトの頭にはめ, 
マスト固定ボルト （2 本)を巧等に締付けます。 


外側 


落下防止用 
ヒモ 



角柱 

適合角柱寸法 \ 

2 已 X 2 己〜 45 x 45 mmi 


ごま意 


マスト固定ボルト(吕本，付属品 
■締付トルク 
3N'm 

(31 kgf-cm) 


>設置する前に.ベランダのフェ 
ンスの強度を確認してください。 
>アンテナは太い角柱部分に 
取付けて < ださい。 

>コンク U - トフェンスに取付け 
る場合，別売のコンク U —卜 
フェンスべース KBM 45 をご使用 
<ださい。 

>2本のマスト固定ボルトは均等 
に締付けてください。 

I も記 「アンテナ取付金具刷 売)、 

設置例」をご覧ください。 


•アンテナの設置び完了したら，に11 口ースター雷原部を取付ける」.「ケー 
スレに F 型コネクターを取付ける」. P .1 2「アンテナにケースレを接続ずる」. 
口ースター雷原部にケースレを接続ずる」 を行なってください。 

• P .1 4「 アンテナのち向を調舊ずる」 び終ったら，ち向固定ボルトを指定の 
トルクで締付けてください。 


-アンテナ取付金具(別売)設置例- 

♦角柱 （4 已 x 45~80 x 80 mm ) 


、 lW 

/m 

サイドベース SBM 35( 別売） 

•フェンス（厚さ]日日〜2日日 mm ) 



コンク U - トフエンスべース 

KBM 45 刷売） 


(マス トに設置^ 

マストに通して，マスト固定金具の〇孔をマスト固定ボルト 
の頭にはめ，マスト固定ボルト （2 本)を巧等に締付けます。 



マスト(別売） 

/適合マスト径\ 
\ の 22 〜 49mm/ 


マスト固定ボルトに本.付属品) 
♦締付トルク 
3N.m 

(31 kgf-cm) 


ごま意 


•マストは垂直になるよラに建てて 
<ださい。 

•マストは強風でも倒れないように, 
しっかりと建ててください。 


• 2 本のマスト固定ボルトは均等に 


締付けて < ださい。 



•アンテナの設置び完了したら， P .1 1口ースター霞原部を取付ける」. r ケー 
スレに F 型コネクターを取付ける」， P .1 2「アンテナにケースレを接続ずる」. 
口ースター電源部にケースレを接続ずる」 を行なってください。 

• P . 14 「アンテナのち向を調整ず る」び終ったら.ち向固定ボルトを指定の 
トルクで締付けてください。 

















































































































































ブースター電源部を取付ける 




■孤却 fp 


電源(電源部作動)まおなを上側にして， ドライバーで，電源部に収納されている壁面取付用 

テレビラックの上などに横置さにします。 木ネジ (2 本)を板壁面にねじ込みます。 



ごを意 


•ブースター電源部を AM ラジオの近くに置くと，ラジオに雑音び入ることびあります。できるだけ，ラジオとブースター電源部を 
離してお使いください。 

•ブースター電源部は.温度び上昇しないように，風通しのよい場所に設置してください。また，長期間，ご使用にならない 
とさは， AC プラグを AC コンセントから抜いてください。 


ケーブルに F 型コネクターを取付ける 


F 型コネクターは，確実に取付けないと，受信不良の原因となりまず。説明をよく読んで取付けてください。 

* 接触不良やショートを防ぐため，コネクターはていねいに取付けてください。 

•7 已〇ケーブルは已 C ケーブルまたは 4 C ケーブルをお使いください。 

* 付属の F 型コネクターは已 C ケーブル用です。 4 C ケーブルの場合，別売の 4 C ケーブル用 F 型コネクターをお使いください。 


①ケーブルを付属の防水 ⑨ケーブルの加工 

キヤツプに通してください。 細工寸法は原寸大です) 


別売の7已 n ケーブルで.防水キャップの 



薄い部分を突を破ります。 



ち線の先を斜めに 
切断して < ださい, 



お線に白い膜び付いて 
いることびあ0ます。 
導通を良くするために. 
必ず'取除いてください。 


⑤コネクターの 取付け 

1. あみ線(編組)を折返して < ださい。 

2. コネクターの内側にアル S 迫び入る 
よラに.アル S 迫のき付け5れている 
方向にコネクターを回しなが5.しつ 
かりと押し込んでください。 

あみ線(編組） 



/ 口厂 

アルミ道 コネクター 


P あみ線•アルミ宿の岡 
I シヨー トにま意 I 


あみ線(編組)やアル S 遣 
の切れ端はI取除いて < だ 
さい。芯線に接触すると 
ショート状態になり，テレビ 
を見られなくなります。 



④かしめ用リングをペンチで圧着 

コネクターが抜けないよラに，しっかり 
と圧着してください。 



かしめ用 U ング 



完成 



完成図 I 2 mm 


ms 


芯線の長さは，必ず 2 mm 
にしてください。 

お線び長すざると，コネクターび破損 
して機器が故障します。 


芯線は，まつずぐにしてください。 

芯、線び曲げっていると，ショートして機器が故障します。 


、お線 



コネクター取付け後でも 
r 防水キャップにケーブルを通せまず 


防水キヤツプ(付属品)\ I — 

A まぉ、 

、 i_j ' - 


コネクターで，防水キャップを突さ破ります。 

►! 



防水キャップをまを 
破ったときに，コネク 
ターのな線び目や指 
にささらないよラに 
ま意してください。 


〇 






























































































アンテナにケーブルを巧続ずる 


• F 型コネクターを，アンテナの出力端子（または，己 S ’ CS 入力端子)へ接続し指定のトルクで締付けます。 
♦ケーブルは，コネクターや防水キャップに無理な力びかか5ないよラに配線してください。 


ケー^ル接続のポイント 

_, , 




H 

ごま意 


接続しやずくなりまず。 

アンテナを横にずる方法は， P .14 

「アンテナの方向を調整ずる」 を 

ご覧ください。 


出力端子 
巨 s'cs 

入力端モ 



壁面 


BS ' CS アンテナを使用する場合 ， UHF 
アンテナのち向を調整する前に BS'CS 
入力端子にケーブルを接続してください。 


»付属の防水キャップは, 
矢印のち向へ確実に 
押し込んでください。 

晰水キャップび曲びって 
いると，雨水びケーブル 
内に浸入してシヨート 
状態になり.受信不良に 
なります。 


ごま意 


防水キャップにビこル テープを 
巻付けて，ケーブルに固定しない 
でください。雨水がたまり.故障 
の原因となります。 



出力端子(または.日 s‘cs 入力端子） 

F 型コネクター(付属品または市販品） 
市販の1 ] mm のスパナを使用して， 
指定のトルクで締付けてくださし、。 
♦締付トルク 
2 N . m に1 kgf . cm ) 



防水キャップの端は 
中に入0込まない 
よラにしてください。 


ブースター電源部にケーブルを巧続ずる 


アンテナか5のケーブルを，ブースター電源部に接続して， F 型コネクターを指定のトルクで締付けまず。 
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アンテナとブ-スタ-電擺化の臟を確認ずる 異常おがらせ機能 


設置工事がすべて終了した5, AC プラグを AC コンセントに差込んで，アンテナとブースター電源部の 
接続状態をホと緑の電源(電源部作動)表示灯で確認します。 


異甫のとをは 


① AC プラグを AC コンセントから抜いてください。 

⑨下表を参考に，原因を取除いてください。 

③正常に作動させるために， AC プラグを AC コンセントから抜いて 
1分な上たってから, AC プラグを AC コンセントに差込んでください。 


ごま意 


電源(電源部作動)表示好は，アンテナ 
とブースター電源部の接続状態を表示 
するちので.テレビ信号の状態を表示 
するちのではあ0ません。 


電源(電源部作動) 
表示な（赤） 



電源(電源部作動) 
表示な(緑） 


表示归 

作動 

原因 

処置 

赤 

緑 

状態 

無灯 

点な 

正常 





点灯 

無灯 

過電流 
頃割 

出力電流が規格値 
の.己 A) を超えている。 

UHF アンテナ， BS'l 10で S アンテナしが1に，電源び供給される機器 
び接続されて，過電流になっていないか確認してください。 

点灯※1 

断線 
頃割 

アンテナに電源び 
供給されていない。 

♦F 型コネクターのな線び短くないか確認してください。 （P.1 1「ケー 
ブルに F 型コネクターを取付ける」をご覧ください） 

♦アンテナとブースター電源部の間でケーブルび断線していないか 
確認してください。※2 

♦アンテナとブースター電源部の間に，電流通過しない機器び接続 
されていないか確認してください。 

点滅 

または 

無灯 

無な 

シヨート 

撰常） 

アンテナに，正常に 
電源び供給されて 
いない。 

♦F 型コネクターのな線にあみ線(編組)やアルミ迫び触れていないか 
確認してください。 （P.1 1「ケーブルに F 型コネクターを取付ける」 
をご覧ください） 

•UHF アンテナとブースター電源部の間でケーブルびシヨートして 
いないか確認してください。（下図参照） 

•UHF アンテナと BS'l 10で S アンテナの間でケーブルびシヨート 
していないか確認してください。（下図参照） 


アンテナとブースター電源部を接続しないで， AC プラグを AC コンセントに差込むと，断線と判断して，赤と緑の表示なび 
点灯します。 

《2 UHF アンテナと BS'l 10° CS アンテナ間の断線は確認できません。 


^シヨート(異常)時の確認か所） 


BS’l lO ’ CS アンテナ 










































































アンテナの方向を調整ずる 



方向調整には付属のレンチび必要でず。 


1. アンテナのち向を変える(壁面または角はに設置する場合） 

C 方向の変え方0 

左方向へ向けるとさの例（アンテナを上から見た図） 

マスト(円柱)やサイドベースに取付けたときは，マスト固定ボルトをゆるめてち向を変えてください。 （ P .1 己「4.アンテナを固定ずる」参照) 


① 方向固定ボルトをゆるめる 


A 迂意 


方向固定ボルトをゆるめ 
すぎないよラにして<だ 
さし、。落下して，けがの 
原因となることがありま 
す。 



ゆるめる 

方向固定 
ボルト 


( D アンテナを移動させる 

アンテナ本体をち向固定ボルトに当たって 
止まるまでちち向へスライドさせます。 
(^ち方向に向ける場合，左ち向へスライド'! 
I さ甘まず。 ) 


( D アンテナを手前へ動かず 

アンテナ本体を手前に引っ張り 
出します。 



④アンテナを回転させる 

アンテナ本体を左ち向へ回転 
させます。 

③」でちち向へスライドさせ'! 
I た場合，ちち向へ回転させまず 。 i 





A 迁意 


アンテナを左ちいっぱいに 
回転させたとを.アンテナと 
壁面取付金具で手をはさま 
ないようにま意してください。 
けびの原因となることび 
あります。 


左方向へ回転 


2. 受信チヤンネルの設定をする 

•初めて地上デジタル放送を受信する場合，アンテナを送信塔のち向に 
おおよそ向けてから，デジタルテレビまたは地上デジタルチューナーの 
「チヤンネルスキヤン(サーチ)」を行なつて.受信チヤンネ J レを設定します。 
•チヤンネルスキヤン後，表示されないチヤンネルびある場合.アンテナ 
ち向調整をしなおして，再度チヤンネルスキヤンをしてください。 


ごま意 


画面の表示は一例で，使用するデジタルテレビまたは地上デジタル 
チューナーにより異な D ます。詳しくは.ご使用の機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 



当社地上' BS ' 11 0 °CS デジタル’ 
チューナーの例 , 


3. 方向調藝をずる 

デジタルテレビまたは地上デジタルチューナーの r 受信レベル（アンテナ 
レベル)」の値び最大になるよラに，アンテナを左ちに移動'回転させてアン 
テナの向きを調整してください。（全チヤンネルが映ることを確認してくださし、) 


ごま意 


•画面の表示は一例で.使用するデジタルテレビまたは地上デジタル 
チューナーにより異なります。詳しくは，ご使用の機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 

•正確なち向調整のために，別売のレベルチェッカーを使用されること 
をおすすめします。 


r 受信レベル」の表示例 



当社地上 ’BS’l 1 日て: S デジタル’ 
チューナーの例 



























































































アンテナの方向を調整ずるっづき 


4. アンテナを固定ずる 


C 壁面設置^ 

調整後，付属の 
レンチで方向 
固定ボルトを締 
付けて < ださい。 


送信塔の方向 



締める 
方向固定ボルト 

•方向調整後の 
締付トルク 
lON-m 
り日 3 k 呂 f . cm ) 


レンチ(付属品) 



マスト設置 


調整後.付属のレンチで 
マスト固定ボルトに本)を 
均等に締付けて < ださい。 


ごを意 


インノ':クトレンチ 
など，急激にトル 
クび加わる工具は 
使用しないでくだ 
さい。ち向固定 
ボルトやマスト固 
定ボルトのをおや 
破損の原因となり 
ます。 



を信塔の方向 


マスト固定ボルト 
に本.付属品） 
■方向調整をの 
締付トルク 
3 N'm 

(31 k 呂 f . cm ) 


レンチ(付属品) 


ごま意 


• 電波の著しく弱い場所では受信でをません。 

•障害物びあり，見通しの悪い場所では受信でをないことびあります。 

* 送信電力のほい特定のチヤンネルだけび映らないこともありますから，すべてのチヤンネルびをれいに映るよラにち向を 
調整して < ださい。 

* 受信レベル(アンテナレベル)は，アンテナの高さでちをわります。高い場所に設置すると，受信レベルび高くなることび 
あります。 

• 設置後の建物などの環境変イヒによ D 受信でをなくなることびあります。 


テレビびをれいに見6れないとまは 


症状 原因 


処置 


画像が出ない 



受信できません。 
アンテナの設まや調整を 
確誘してください。 




地上デジタル放送 


コネクターの取付け' 
ケーフルの接続方法び 
間違っている。 


•コネクターび正しくケーフルに取付けられているか確認して 
くださし、 （ P .1 1「ケーブルに F 型コネクターを取付ける」をご覧ください） 
♦ケーブルび.出力端子に正しく接続されているか確認してくだ 
さい。 （ P . 12ヴンテナにケーブルを接続ずる」をご覧くださし、） 


信号び来ていない。 


* 各ケーブルび，断線またはシヨートしていないか確認して<だ 
さし、 ( p.ll 「ケーブルに F 型コネクターを取付ける」をご覧ください） 
* F 型コネクターのな線び短かつたり，な線にあみ線(編組や 
アル5をび触れていないか確認してください。 （ P .1 1「ケーブル 

に F 型コネクターを取付ける」をご覧ください） 


メッセージは，一例です。 


受信びでをていない。 


再度方向調整をしてください。 （ P . 14「アンテナのち向を調整ずる」 
をご覧ください） 


電源び供給されていない。ブースター電源部の AC プラグを AC コンセントに差込んでください。 


画像にモザイク状の 
ノイズが出ている 



地上デジタル放送 


受信レベルび低い。 


* 症状び消えるよラに，アンテナのち向を調整してください。 

( P . 14「アンテナのち向を調整ずる」をご覽くださし、） 

* アンテナの設置場所や高さを変えて，送信塔からの電波び 
受信でさるよラにしてください。 


受信レベルび高い。 


症状び消えるよラに，アンテナのち向をずらして受信レベル 
を下げてください。 








































































































規格表，性能，保証書 
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持込修理 


無料修理規定 

〇取扱説明書などの注意にしたがった正常なご巧用が態で.イ呆話巧間中にお障した場合， 

お買上げの販売店に本製品と本書をご持参.ご提示のうえ.修理をご巧おください。_ 

無料修理させていただきます。 - 

〇々のよう[^^^^^^@11|#料イ彦巧になりますから I ご注意くださし、。 

-不当な修理や巧造による故障および損傷。 
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(This warranty is valid only in Japan .) 

ド修理をわ約まします。イ呆証期間経過後のイが里じついては，お買上け‘の販売店 
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• 本書口巧提示がない場含。 
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のなし ■ 合，または，販売あ 
版売启をを確認できる証明書 （ 

- 本書り巧を書換えられた： 

- 义災 , fp . 風水害落最そ 
■- ス害,異常電圧など中 
■ の誤りによる巧障 ^< 

I 国内に眼り有効で 

期間および条件で， 
ださし、。修理によ 
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製品向上のため仕様•外観は変更ずることがありまず 
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※アンァナ利得+フースター利得 


すべてのグラフは.マスプロ独自の全自動アンテナ測定装置が描いた一例です。 
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マスプロの規格表•性能表に絶がうそはありません。保証します。 
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をブースター内蔵 UHF アンテナ保話書 MODEL U2SWL20B 


このアンテナを使用でをるのは，日本国内のみでず。海がでは使用でをません。 

Specifications 

♦ASPR0 


規格表 


項目 

Items 

規格 

受信チャンネル 

Reception Channels 

ch.13 〜己2 

アンテナ利得（感度） 

Antenna Gain 

7.5服]^^上(実力値:7.7 〜9.6dB) 

総合利得 & 

Total Gain 

24〜 32dB 

VSWR 

Voltage Standing Wave Ratio 

2.日 liTF 

前後比 

Front to Back Ratio 

7dBiii 上 

半値ち度 

Half Power Beam Width 

78°虹下 

BS，CS 混合損失 

BS, CS Mixing Loss 

2.5服虹下 （1 032〜2602 MHz) 

インピーダンス 

Impedance 

7日 Q(F 型コネクター) 

電腐 

Power Requirements 

DV15V 0.08 A (BS-11 CTCS アンテナ給電時： 0.3 日 A) 

使用温度範囲 

Temperature Range 

©20 〜©40で 

適合マスト径 

Adaptable Mast Diameter 

マスト：¢22〜 49mm 
角柱：2己 X2 日〜 45x45mm 

外観寸法 

Dimensions 

620(H) X230(W) X 118 (D) mm (壁面取付 時） 

620(H) X230(W) x 176 (D)mm (ホ 49mm マス ト取付時） 
[アンテナ部： 620(H) X230(W) X 58(D)mm] 

K, 厘量） 

約 2.4k 邑アンテナ本体：約1 .8kg 


MASPR® 


項目 

Items 

規格 

1々電圧 

Primary Voltage 

AC100V 日 0.60Hz 

消費電力 

Power Consumption 

2W(BS.1 icrcs アンテナ給電時： 7W) 

出力電圧（電流） 

Output Voltaqe/Current 

DC1 己V (最大0.己 A) 

入•出カインピーダンス 

Input/Output Impedance 

75Q(F 型コネクター) 

挿入損失 

Insertion Loss 

2服切下 （1 0〜2602 MHz) 

使用温度範囲 

Temperature Range 

〇〜衝40で 

外観寸法 

Dimensions 

31 CH) X 112 (W) X 69 (D) mm 

夏暴厘量） 

約210呂 


性能 


広松岡松高高大姫巧京 


SM 乏】 .111155 也 7-2 T 


MASter of PROduction 

牌嘛9潮ホ 
















































































































































































































































